
     

去
る
三
月
一
日
（
水
）
、
多
く
の
ご
来
賓
と
保
護
者

の
方
々
に
見
守
ら
れ
て
第
十
三
回
卒
業
式
を
無
事
挙

行
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
卒
業
生
は
一
二
九
名
。

多
く
の
友
情
を
育
み
、
様
々
な
思
い
出
が
去
来
す
る

中
、
四
月
か
ら
始
ま
る
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
皆

が
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

大
山
勉
校
長
は
式
辞
の
中
で
「
自
分
ら
し
く
あ
れ
、

そ
し
て
困
難
に
直
面
し
た
時
こ
そ
自
分
が
納
得
す
る

決
断
を
！
」
と
卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
砂
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長
髙
橋
豊
様
か

ら
は
「
激
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
も
一
歩

前
に
踏
み
出
す
勇
気
を
も
っ
て
自
分
の
信
じ
る
道
を

進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
の
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
西
川
勝
美
様
か
ら
は
「
こ
の
学

び
舎
で
の
人
と
の
出
会
い
を
生
涯
の
宝
物
と
し
、
自

分
を
信
じ
、
友
情
を
大
切
に
」
と
の
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
善
岡
雅
文
砂
川
市
長
か
ら
の
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
皆
勤
賞
は
十
五
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
現
生
徒
会
長
の
松
田

義
治
君
の
送
辞
を
受
け
て
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
前

生
徒
会
長
を
務
め
た
上
島
大
樹
君
が
在
校
生
に
思
い

を
託
し
て
答
辞
を
述
べ
た
の
ち
、
最
後
に
全
員
で
式

歌
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。 

今
回
、
卒
業
式

に
ご
臨
席
を
賜

り
、
祝
福
し
て
い

た
だ
い
た
ご
来

賓
・
保
護
者
の
皆

様
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
に
あ
ら

た
め
て
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

砂
川
高
校
第
十
三
回
卒
業
式 

～
未
来
へ
の
翼
を
広
げ
て
～ 

 
 

＜ 平成 28年度「学校評価アンケート（保護者分）」集計結果 ＞ 

（Ａ：良好 Ｂ：概ね良好 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分 Ｅ：不明 ％） 

＜評価項目＞                                  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ 

１ 「地域新聞」や各種のたよりなどにより保護者や地域に対し、的確に情報を発信している  24  54  10  ２  10 

２ 本校の生徒・教員は地域に貢献する姿勢があり、具体的な取り組みをしている       22  47  18  ３  10 

３ 入学者が増加するような、魅力や特色ある学校づくりが推進されている          13  32  33  14  ８ 

４ 各行事等における保護者との連携や各小中学校及び地域との緊密な関わりに努めている   16  48  16  ６  14 

５ 「わかりやすい授業」の実施に教員は心掛けている                   19  46  17  ８  10 

６ 規律ある授業が行われ、生徒は学習に集中している                   17  39  27  ６  11 

７ 進路希望に対応した、教科科目の選択に関する指導が適切になされている         28  45  15  ４  ８ 

８ 単位制を活かした魅力ある科目が設定されている                    31  45  10  ４  10 

９ 挨拶・遅刻・服装等の指導が適切に行われ、基本的生活習慣が定着している        33  49  11  ４  ３ 

10 豊かな心を育てるべく、いじめや非行に関しての適切な指導がなされている        21  44  18  ６  11 

11 学校祭や運動会など、各種行事で生徒の自主性や社会性は養われている          31  52  11  ２  ４ 

12 部活動や生徒会活動が充実しており、生徒の精神力や体力の向上に努めている       30  49  11  ４  ６ 

13 個々の生徒に対して、進路希望に沿った適切な指導が実施されている           29  41  16  ３  11 

14 生徒が、自らの進路を考えることに繋がる講演や情報が提供されている          29  42  16  ３  10 

15 企業・大学など関連機関との連携を密にし、生徒の進路選択に役立てている        28  48  12  ３  ９ 

16 生徒の悩みや問題に適切に関わり、教育相談や心を育てる指導がなされている       19  43  16  10  11 

17 生徒への健康指導や学校での事故・傷病発生時の対応は適切に行われている        28  45  10  ３  14 

18 ホームページが充実しており、開かれた学校づくりに努めている             20  41  13  ７  19 

19 教職員は熱意を持って、チームワーク良く教育活動にあたっている            23  42  13  ８  13 

20 自分の子どもが砂川高校に入学してよかったと思っている                36  41  12  ４  ７ 
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